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目 的

•ドライブレコーダデータによる実事
故（愛知県）とヒヤリハットの映像
を比較して，自転車と歩行者の事故
発生要因を明確化する
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実事故ドライブレコーダの概要

•愛知県のタクシー会社から提供されたドライブ
レコーダによる事故データ
•自転車事故 出合頭 32件
歩行者事故 横断中 12件
• 8割程度が軽度な接触事故であるが，大きな事
故もある
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発生場所の道路形態
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四輪車側と対象側の車線が
2車線以上ある交差点

四輪車側or対象側の車線が
1車線である交差点

片側2車線以上の単路
片側1車線以下の単路
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運転者と自転車の死角物
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センシングエリアの例
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自転車乗員の軌跡（実事故）
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センシングエリアの例
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自転車乗員の軌跡
（ヒヤリハット高レベル）
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TTC (Time-to-Collision)

四輪車が対象となる物体と衝突す
るまでに衝突回避のための運転操
作を行うことのできる余裕時間

衝突余裕時間 TTC
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ブレーキ

四輪車の速度

時間

速度

RT
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t�：四輪車が対象に気がつき
急ブレーキをかけた時刻

t�：対象がドライブレコーダに
映り始めた時刻
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衝突余裕時間の定義
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衝突余裕時間
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画面に映り始める 対象に気付く
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速度 V�
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TTCb vs. Vb （自転車事故）
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a = 9 m/s2



速度 Vb (km/h)
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RT vs. Vb（自転車事故）
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自転車事故の発生要因
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衝突回避困難
エリア a=9 m/s2

① 運転者の注意散漫
TTC 3.0 s

TTC 1.0 s

② 自転車の飛び出し

見通しの悪い交差点



まとめ
•自転車事故ではヒヤリハットに比べて，ブレー
キをかける時刻が遅れる．制動開始時刻におい
て，9 m/s2 以上の減速度が必要となる領域では
自転車乗員が回避しない場合には，事故が発生
している．
•自転車事故には，四輪車運転者から見て2つの形
態がある．
①四輪車運転者の制動が遅れる．
②自転車乗員が画面に確認されたときには既にTTCが
1秒程度となっており，回避困難となっている．

•歩行者は自転車よりも回避行動が有効であり，
事故回避には歩行者側の認知も重要な因子．

19


